
 
 

今
月
は
、
先
月
号
の
テ
ー
マ
の
続
き
と
な
り
ま
す
。 

 

先
月
号
で
は
事
例
と
し
て
、
就
業
中
の
積
雪
時
の
対
応

を
「
O

O

D

A
」
に
当
て
は
め
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。 

 
改
善
を
行
う
時
、
大
き
な
枠
の
「
P

D

C

A
」
の
中

で
「
O

O

D

A
」
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

お
さ
ら
い
と
し
て
、 

O
（
観
察
）
、
O
（
状
況
判
断
）
、
D
（
決
定
）
、 

A
（
処
置
） 

で
読
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

O
：
「
天
気
予
報
の
通
り
、
夕
方
に
な
っ
て
雪
が
た
く
さ
ん 

 
 
 
 

 

積
も
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
！
」 

O
：
「
こ
れ
以
上
積
も
っ
た
ら
、
帰
宅
困
難
者
が
出
る 

 
 
 

可
能
性
が
あ
る
！
」 

D
：
「
ま
だ
終
業
時
刻
ま
で
は
早
い
け
ど
、
責
任
者
に 

 
 
 

相
談
し
て
、
み
ん
な
の
帰
宅
を
促
す
必
要
が 

 
 
 

あ
る
！
」 

 

A
：
「
帰
宅
指
示
が
出
た
か
ら
、
み
ん
な
気
を
付
け
て 

 
 
 

す
ぐ
に
帰
宅
し
て
く
だ
さ
い
！
」 

 

と
い
う
対
応
で
し
た
ね
。 

 

こ
の
事
例
に
つ
い
て
「
P

D

C

A
」
で
、
対
応
し
て

み
ま
し
ょ
う
。 

 

実
は
、
普
段
か
ら
「
P

D

C

A
」
の
順
番
の
対
応
と

し
て
い
ま
す
が
、
P
（
計
画
）
か
ら
始
め
る
よ
り
も
、 

C
（
現
状
把
握
）
か
ら
始
め
る
「
C

A

P

D
」
の
順
番

の
方
が
、
取
り
掛
か
り
や
す
い
で
す
。 

 

C
（
現
状
把
握
）
、
A
（
改
善
）
、
P
（
計
画
）
、

D
（
処
置
） 

 

…
と
い
う
こ
と
で
、
右
の
「
O

O

D

A
」
事
例
が 

 

なすびの花 

「
C

A

P

D
」
の
「
C
（
現
状
把
握
）
」
に
該
当
し
ま
す
。 

 

通
常
、
不
適
合
が
発
見
さ
れ
る
と
、
ま
ず
は
暫
定
対
策
を 

講
じ
て
、
そ
の
後
、
恒
久
対
策
を
練
り
ま
す
。 

 

こ
の
事
例
の
積
雪
時
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
、
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

C
：
「
就
業
中
に
積
雪
で
帰
宅
困
難
の
危
険
が
迫
っ
た 

 
 
 
 

 

場
合
の
判
断
基
準
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
」 

A
：
「
緊
急
時
の
体
制
に
つ
い
て
の
周
知
が
曖
昧
で
、 

 
 
 

責
任
者
・
代
理
責
任
者
２
名
の
情
報
も
古
か
っ
た 

 
 
 

た
め
、
B

C

P
を
見
直
し
ま
す
。
」 

P
：
「
気
象
情
報
に
は
常
に
注
意
し
、
災
害
発
生
前
の 

 
 
 

段
階
で
、
責
任
者
と
相
談
す
る
。
ま
た
、
緊
急
で 

 
 
 

危
険
を
察
知
し
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
責
任
者
に 

 
 
 

意
思
決
定
と
指
揮
命
令
を
仰
ぐ
。
」 

 
 
 

（
今
回
見
直
し
た
結
果
は
、 

 
 
 

統
括
責
任
者
＝
社
長
、 

 
 
 

代
理
責
任
者
＝
湯
原
次
長
と
和
泉
工
場
長
代
理
） 

 
D
：
「
見
直
し
後
の
B

C

P
抜
粋
と
、
避
難
情
報
の 

 
 
 

ポ
イ
ン
ト
を
各
課
に
掲
示
し
周
知
を
行
っ
た
。
」 

  

気
象
災
害
は
、
冬
場
の
積
雪
だ
け
で
は
な
く
、
梅
雨
時
の 

大
雨
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
台
風
と
、
年
中
様
々
な
懸
念
が

あ
り
ま
す
が
、
日
常
的
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
都
度
都
度
で

対
応
に
、
右
往
左
往
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

今
後
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
通
り
に
、
早
め
の
情
報
取
得
を
心
掛
け

迅
速
な
対
応
で
、
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

 

※
B

C

P
と
は
、
会
社
の
事
業
継
続
計
画
の
こ
と
で
、
様
々
な 

 
 

リ
ス
ク
対
応
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 
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P

D

C

A
と
O

O

D

A
（先
月
号
の
続
き
） 

 

こ
ち
ら
も
ま
た
、
先
月
号
の
続
き
と
な
り
ま
す
。 

 

２
：
６
：
２
の
法
則
を
人
間
に
当
て
は
め
る
と
、
組

織
で 

目
指
す
も
の
は
、
「１
０
：
０
：
０
」
が
理
想
で

す
。 

 

上
位
層
の
「２
」に
つ
い
て
は
、
放
っ
て
お
い
て
も
「向

上
心
」
と
「
高
い
能
力
」
で
前
進
し
て
い
く
集
団
で
す
。 

 

あ
と
は
、
中
間
層
に
あ
た
る
「
無
関
心
」
「
消
極
性
」
の

「６
」、
そ
し
て
下
位
層
と
な
る
「後
ろ
向
き
」の
「２
」
の

集
団
が
当
て 

は
ま
り
ま
す
。 

 

中
間
層
の
「
６
」
に
つ
い
て
は
、
組
織
の
方
針
に
概
ね

協
力
的
で
あ
る
の
で
、
組
織
で
問
題
と
な
る
の
は
、
「後

ろ
向
き
」
の
「２
」と
な
り
ま
す
。 

 

下
位
層
の
２
割
を
上
に
引
っ
張
り
上
げ
る
こ
と
が
、

組
織
と
し
て
の
課
題
で
す
。 

 

組
織
で
働
く
上
で
、
向
上
心
は
と
て
も
大
切
で
す

が
、
人
間
同
士
が
働
い
て
い
る
の
で
、
様
々
な
要
因
で
、

時
に
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。 

 

組
織
で
は
、
働
く
人
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
た

め
に
も
、
「
人
材
育
成
」、
「
適
材
適
所
へ
の
配
置
」と

い
っ
た
要
素
で
、
そ
れ 

ぞ
れ
を
活
か
す
力
、
育
成
す
る

力
を
醸
成 

し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 
 お

互
い
が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
「
２
：
６
：
２
」の
法

則
に
も
負
け
な
い
、
『組
織
力
』を
培
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

２
：
６
：
２
の
法
則 


